
       

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

からだと歯 

 体に栄養を取り入れるためには、よく噛んで食べることが基本です。   

歯と口の健康は、全身の健康のために大切ですが、体を動かすために 

も噛み合わせが重要であることがわかってきています。 

○噛む力とパワーには深い関係がある！  

   プロ野球選手が試合中にガムを噛んでいるのは、脳への血流を活発にして集中力を高め、より瞬発力を

発揮できるようにするためもあるようです。スポーツする時は、しっかり奥歯を噛みしめるとよりパワー

が出ると言われています。 

○噛み合わせがよいとバランスが安定する！ 

  噛み合わせは、体のバランス感覚が大切なことがわかっています。これは、歯と歯がきちんと噛み合う

ことで、頭の位置が固定され、腰の位置も安定するからです。 

  保護者のみなさまへ  

平成２９年５月 

金沢商業高等学校保健室 

 新しい学年が始まって、ひと月たちました。目新しい環境にワクワクし

ていた人。まだ馴染みきれなくて何となく不安な人、いろいろな人がいる

と思いますが、やっぱりみんな疲れが出る頃です。急に「疲れたー」とな

らないように、ひと休みできる時間も上手に作って下さい。 

○歯科検診結果 

  歯科検診の結果につきましては、受診の必要の有無にかかわらず全員にお渡しします。 

 むし歯がある場合には、できるだけ早く受診をして、お知らせの用紙を学校へ提出して下さい。

むし歯がない場合でも、歯石や歯並びについて受診が必要な場合もありますので、ご確認下さい。 

すぐに、予約を 

しましょう。 

○内科検診、聴力検査結果 

  内科検診、聴力検査の結果は、異常やその疑いがあった場合のみお知らせします。以前にすでに受

診をしたと報告を受けたお子さまにはお渡ししません。すでに受診しており、医師から様子を見るよ

うに言われている場合は、その旨を記入し学校へ提出して下さい。 

○視力検査結果 

  視力検査の結果につきましても、受診が必要な場合のみお知らせします。特に就職希望の３年生は  

 早めに（できれば 6月中）眼科を受診し結果を提出して下さい。また、検査日にめがね・コンタクト

を忘れた等の理由により再検査を希望者する場合は、いつでも保健室で行うこともできます。  

 

 スポーツは歯が命！ 

 



                       

 

  

＜第１回＞オスグッド病 

  オスグッド病は成長期に起こる代表的なスポーツ障害の１つです。昔から一般的に

「成長痛」といわれています。正式には、オスグッド・シュラッター病と言います。オ

スグッド病は運動の負担が多すぎるために成長線故障してきて、身体が悲鳴をあげている状態です。使いすぎ症候

群の１つで、骨の成長が著しい１０代前半以降の、スポーツを盛んに行う少年少女に多発します。 

＜どんな症状？＞ 

  膝下の腫れ、痛み、押すと痛い（圧痛）などで、特にダッシュ、キック、ジャンプなどの運動中に痛みがありま

す。ストレッチや抵抗をかけた時にも痛みがでます 

 

 

 

★オスグッド病の程度と安静度は？                    ★スポーツ再開の目安は？  

 ストレッチをやって圧痛が消失す   

れば、復帰して構いません。 

 

★オスグッド病がひどくなる前に？  

 痛みがでたとき、すぐにスポーツを

休止してストレッチを行えば、10 日

から２週間くらいで復帰できる人が

ほとんどです。 

 

 

 

 

 

 

 

圧痛のない軽いもの ・ストレッチとアイシングで軽いスポーツは

可能 

圧痛がある中程度のもの ・スポーツは禁止 

・ストレッチや湿布などが必要 

・オスグッド用のバンドを付けてプレーが可

能な場合もある 

重いもの ・スポーツは禁止 

・ストレッチも無理にやらないほうがいい 

痛みを無視して運動を続ける

と重症化し、痛みも強く、復帰

まで長い時間がかかります。 

特集 スポーツ傷害 スポーツ外傷＋スポ

ーツ障害の総称です。 


